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【学校教育目標】

【重点目標（中・長期的目標）】

評 価 項 目 評  価  の  観  点 担  当 目標・留意点(関係組織・評価方法等)

カリキュラムマネジメントに基づき実践する教育内
容は、生徒の進路実現に効果的なものであったか。

類型別選択制について、選択群の構成並びにそれに
属する科目の配置及び内容は適切であったか。

思考力や想像力を伸ばし、他者の考えを理解する能
力を育成できたか。自分の考えを適切に表現する能
力を育成できたか。言語文化に対する関心を高める
ことができたか。

国語科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

授業編成の工夫や添削指導などを含むさまざまな補
習を通して、個々に応じた基礎学力の向上を図るこ
とができたか。また、言語能力の育成を意識し、対
話(双方向)的な活動を行ったか。

数学科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

習熟度別授業や選択授業、また放課後や土曜日の補
習を通して、個々に応じた基礎学力の向上を図る。
ＡＬＴとのＴＴの授業や校外でのフィールドワーク
を通じて、生徒が生きた英語に触れ、英語を使うこ
との喜びや楽しみを見出せたか。

英語科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)
補習を定期的に実施できたか。

日本と世界の地理・歴史および政治経済に関する基
本的事項を理解させ、地域や社会に貢献できる態度
を育むための授業実践を行い、適切な振り返りを
行ったか。

地域の課題および地域を題材とした授業を
立案し、実施することができたか。授業ア
ンケートを独自に行い、その結果を次年度
授業計画に反映させたか。

「観光」にかかわる学習活動をさらに拡充させ、よ
り魅力的で、より教育効果の高いものとするための
研究をしたか。

新規に発案した企画、または、改善を加え
た企画を２件以上立案し、実施することが
できたか。

基礎的学力の養成はもちろんのこと、実験・実習な
どを活用しながら自然科学への興味を育て、探求的
な学習による言語活動を通して発展的な学力の向上
を図ることができたか。

理科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

運動の実践を通して、技能および体力の向上と主体
性のある調和のとれた人格の形成を目指す。一人ひ
とりが健康に関して認識を持ち、日常生活の中で、
適切な意思決定や行動選択を身につけることができ
たか。

保健体育科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

生徒一人ひとりの技能、技術の伸長を図ることがで
きたか。
芸術を愛好し、深く味わおうとする心情を育むこと
ができたか。

芸術科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

生活者として生きるための知識や技術を身につけ、
一人一人が主体的に人生をつくれるように実験・実
習を活用した授業展開を工夫し、生徒が主体的に取
り組むことができたか。

家庭科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

商業科目に興味を持たせ、資格取得を通じて、社会
で使える知識・技術（スキル）を身につけさせるこ
とができたか。

商業科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

進路状況、資格取得状況等の結果による。

地歴公民科
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　真理と正義を愛し、勤労と責任を重んじ、創造力と自主的精神に充ち、地域と国際社会に貢献できる個性豊かで心身ともに健
康な人材の育成を目指す。

「白馬にしかない」学びの創造
①地域と連携した全国モデルとなる学校協働運営体制を構築する。
②地域資源を最大限に活用し、国際的な視野を持ち地域視点で行動するグローカル人財の育成。
③基礎的な学力の定着と21世紀型学力の育成に向けた授業改善と授業力向上。
④自らの生き方を主体的に意思決定し行動できる進路指導とキャリア教育の充実。

①いじめや体罰のない安心・安全な学校づくりをめざして、きめ細かな生徒支援体制を確立。支援係との連携による寮生下宿生
への手厚い支援。
②地域提案を活かした学校づくりを進めるための連携体制の改善と強化。
③効果的・積極的な情報発信と地域・小中学校との交流の促進による開かれた学校づくり。
④コース制の特色を活かした探究的な学習活動の展開とカリキュラムの改善。
⑤観光における地域・企業・大学と連携した系統的なキャリア教育の構築。

【今年度の重点目標】

◎教育活動に関するもの
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評 価 項 目 評  価  の  観  点 担  当 目標・留意点(関係組織・評価方法等)

各教科

情報を適切に収集・処理・発信するための基礎的な
知識と技能の習得と情報社会の特性を理解し、情報
化の影の部分に対応し、適正な活動ができる考え方
や態度を身につけることができたか。

情報科
７割以上の生徒が満足感を得たか。(授業
アンケート)

生徒・職員が安心感をもって取り組める環境整備を
行うことができたか。

20件以上の改善提案を行うことができた
か。

生徒に落ち着いた学習環境や機会を提供し、生徒の
学力向上を図ることができたか。

学習指導方法の工夫・改善を施し、授業の
充実が図れたか。

地域やＰＴＡとも連携し、地域や小・中学校などへ
のＰＲを活発化させたか。

ＨＰなどによる情報発信、教員による中学
校訪問・中高連携・小高連携事業を複数回
実施できたか。

基本的な生活態度が確立されたか。
８割以上の生徒が達成できたか。(服装、
あいさつ、マナー)

健全な高校生活を送るために、豊かな人間関係の形
成および問題行動の防止ができたか。

８割以上の生徒の評価が得られたか。

さまざまな機会を通して、交通事故の防止ができた
か。

各種指導を実施できたか。(交通安全講
話、自転車乗車指導等)

さまざまな機会を通して、盗難の防止ができたか。 移動や集会のたびに声かけはできたか。

生徒が安心、安全で学校生活を送ることができた
か。

地域、保護者、生徒、職員等からの情報を
活用できたか。

生徒の志望や適性・学力などを正確に把握し、適切
な情報提供を行い、進路決定までていねいに指導す
ることができたか。

指導に対して７割以上の生徒が満足した
か。（最終学年生徒へのアンケートによ
る）

生徒の希望と意欲に応じて、早い段階から進路目標
を持たせ、普段の授業に加え模試や補習などを効果
的に組み合わせた学習計画に沿って、戦略的な進路
指導を行うことができたか。新入試改革を研究し、
生徒を適切に指導できたか。

指導体制を整え、生徒が目標に向かって学
習を進めることができたか。

キャリア教
育

組織的で系統的な教育活動を展開する中で、生徒の
人生観・勤労観を養い、目標を持って意欲的に行動
することを促せたか。

就業体験、企業見学、職業人講話など、さ
まざまな学習の機会を与えることができた
か。

授業や公営塾との連携によって生徒の学習状況を把
握し、基礎学力向上を目指した取り組み（模試や７
時限補習など）を推進することができたか。

学校設定科目「代かきタイム」や朝ドリルを通し
て、小中学校の学習内容の理解と家庭学習などの学
習習慣の定着を推進することができたか。

生徒が達成感を経験し、自信をつけるため、さまざ
まな場面で生徒に活躍の場を提供できたか。

７割以上の生徒が達成感を実感できたか。
(アンケート実施)

生徒会の将来を考え、組織や活動方法の見直しを行
い、必要に応じて改善できたか。

年２回の実績の点検。

文化祭
早い時点から、生徒主体で計画の立案を行い、充実
した内容の文化祭を実施できたか。

７割以上の生徒が満足できたか。（アン
ケート実施）

さまざまな機会を通して、生徒会活動に参加させる
ことができたか。

７割以上の生徒が達成感を実感できたか。
(アンケート実施)

ボランティアや国際交流などの公共的な面にも目を
向けさせることができたか。

活動実績の点検。

健康 健康についての意識付けができたか。

学校内外の安全点検を実施し、その対策と安全確保
ができたか。

校舎内外の美化に努め、学びの場としての環境づく
りができたか。

保
健
・
環
境

保健環境係 アンケートを実施し、その評価による。

環境

進
路
指
導

進路指導

進路指導係

学習指導
７割以上の生徒が学力向上を達成したか。
(基礎力診断テスト結果)

生
徒
会

生徒会活動

生徒会係

生徒の自主性

生
徒
指
導

生徒指導 生徒指導係

教
務

教務 教務係
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評 価 項 目 評  価  の  観  点 担  当 目標・留意点(関係組織・評価方法等)

生
徒
相
談

特別支援教
育

発達に障がいを抱える生徒や不登校生徒へのカウン
セリングや支援・相談が適切に行えたか。また、そ
のような生徒を支援するために教員の指導力向上を
図ることができたか。

特別支援教育
委員会

生徒や保護者の意向を踏まえ、スクールカ
ウンセラー事業重点派遣校の92時間を効果
的に活用し、支援できたか。
個々の生徒に合った支援体制の実施と必要
な見直しができたか。
教職員対象の研修会を年１回以上行った
か。

学習面
基本的生活習慣を身につけさせるとともに、基礎学
力の定着と学習意欲の向上をさせることができた
か。

７割以上の生徒が達成感を実感できたか。
(アンケート実施)

進路指導
進路保障につながるよう、系統的なキャリア教育の
プログラムを活用し、様々な体験をすることによ
り、進路選択の幅を広げさせることができたか。

7割以上の生徒が達成感を実感できたか。
(アンケート実施)

総合学習
白馬学

総合的な探究の時間・白馬学において、地域、職
業、進路について学び、将来について考える契機と
することができたか。

7割以上の生徒が達成感を実感できたか。
(アンケート実施)

学習面
補習や公営塾等を積極的に活用し、基礎学力の補
充、ＡＯ・一般入試に対応できる力をつけることが
できたか。

アンケートを実施し、その評価による。

進路指導
系統的なキャリア教育のプログラムを生かして様々
な体験をすることにより、個々の具体的な進路目標
を確立することができたか。

アンケートを実施し、その評価による。

総合学習
白馬学

総合学習の時間において漢検・英検などの資格取得
に励み、資格取得の目標を達成することが出来た
か。また、台湾研修旅行を通して異文化理解を深め
ることができたか。

資格取得の状況、並びに、実りある研修旅
行となったか、旅行後の生徒アンケートを
実施し、その評価による。

学習面
高校での学習の集大成として、個々に選択した科目
のみならず、必修科目においても積極的かつ意欲的
に学習に取り組むことができたか。

アンケートを実施し、その評価による。

進路指導

系統的なキャリア教育のプログラムを生かし、その
サポートとして各種適性検査やガイダンス機能の効
果的な実践や適切なアドバイスにより、個々の進路
目標の確立・実現ができたか。
新入試改革に伴って、制度内容を研究し適切な指導
ができたか。

進路状況による。

総合学習
白馬学

総合学習の時間において、進路や自身のキャリアプ
ランを考え、進路実現に向けて資格取得など必要な
学習の成果を得ることができたか。

資格取得状況や進路状況による。

◎学校運営に関するもの

評 価 項 目 評  価  の  観  点 担　　当 目標・留意点(関係組織・評価方法等)

レポートチャンネルやＨＰを通して、学校の活動の
様子や情報を地域に向けて積極的かつ効果的に発信
し、その結果保護者や地域の方の学校への理解が深
まったか。

教務係
７割以上の保護者が満足感を得られたか。
(アンケート結果)

白馬・小谷両村の小中学校、行政・企業や地域との
連携を深めることができたか。

教務係
各種活動ができたか。(年２回の教員によ
る中学校訪問、中高連携・小高連携事業を
複数回実施など)

ＰＴＡ行事などを通して、保護者の方との意見交換
を充分に行うことができたか。

教務係(ＰＴ
Ａ担当)

７割以上の保護者が満足感を得られたか。
(アンケート結果・地区ＰＴＡ)

海外から来校する方との交流や海外留学等への参加
により、国際交流をはかることができたか。

国際交流委員
会

８割以上の生徒および参加者が満足感を得
られたか。（アンケート実施）

学校行事にて、保護者・地域の方との交流を図るこ
とができたか。

教務係(ＰＴ
Ａ担当)

各行事の参加状況が前年度を上回ったか。

安全・安心
な学校づく
り

生徒がいじめや体罰を受けることなく、安全で安心
な学校生活を送ることができたか。

コンプライア
ンス委員会

・いじめ防止のための指針に基づき、教職
員が生徒指導についての研修を深めるとと
もに、さまざまな機会を通して生徒への啓
発指導を行い、いじめ・体罰事案の発生を
予防することができたか。
・アンケート調査等を通じて、生徒の現況
を適切に把握することができたか。
・いじめ・体罰事案が生じた場合に適切な
対応をとることができたか。

校内研修を定期的に開催し、職員全体の意思疎通と
共通認識を醸成するように努めたか。

教務係
生徒指導(人権教育)はもとより、法令・社
会規範・倫理を遵守するよう研修できた
か。

公開授業をお互いの授業を研究する機会と捉えて、
積極的に研修できたか。

教務係 各教科で実施できたか。

地域・保護
者
との連携

連
携

管
理
運
営

校内研修

２
学
年

２学年

３
学
年

３学年

１
学
年

１学年


